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【年通号数】公開・登録公報2020-015
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【手続補正書】
【提出日】令和3年4月6日(2021.4.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者によって操作可能な操作手段と、
　所定の始動条件の成立に基づいて判定を行う判定手段と、
　前記判定手段による判定の結果に基づいて図柄変動を実行可能な図柄変動実行手段と、
　前記判定手段による判定にて所定の結果が得られたことに基づいて遊技者に特典を付与
しうる特典付与手段と、
　前記図柄変動が実行される複数の演出状態のいずれか１つに制御可能な演出状態制御手
段と
　を備え、
　前記操作手段に対して操作機会が付与されるとともに操作受付がなされたときには前記
所定の結果が得られている期待度を示唆する操作後期待演出を発生させる期待演出受付期
間として、前記操作後期待演出の種別が異なる複数の期待演出受付期間が用意されており
、
　前記複数の演出状態には、
　前記複数の期待演出受付期間のいずれか１つが発生したとき、該発生した期待演出受付
期間の種別に応じて、その期待演出受付期間内で前記操作手段に対する操作の受付けがな
されないときに該受付けがなされたときと同じ操作後期待演出を発生させる場合と、該受
付けがなされたときと同じ操作後期待演出を発生させない場合との両方がある第１の演出
状態、及び
　前記複数の期待演出受付期間のいずれか１つが発生したとき、該発生した期待演出受付
期間の種別に応じて、その期待演出受付期間内で前記操作手段に対する操作の受付けがな
されないときに該受付けがなされたときと同じ操作後期待演出を発生させる場合と、該受
付けがなされたときと同じ操作後期待演出を発生させない場合との両方があるが、前記同
じ操作後期待演出の発生し易さは、前記第１の演出状態と異なる第２の演出状態
　が少なくとも含まれており、
　　前記複数の期待演出受付期間のいずれか１つが発生したとき、該発生した期待演出受
付期間の種別にかかわらず、その期待演出受付期間内で前記操作手段に対する操作の受付
けがなされないときに該受付けがなされたときと同じ操作後期待演出を発生させる場合が
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ない演出状態
　は含まれていないようになっており、
　さらに、
　前記複数の期待演出受付期間のうち、当該期待演出受付期間内で前記操作手段に対する
操作の受付けがなされないときに該受付けがなされたときと同じ操作後期待演出を発生さ
せうる期待演出受付期間と、当該期待演出受付期間内で前記操作手段に対する操作の受付
けがなされないときに該受付けがなされたときと同じ操作後期待演出を発生させない期待
演出受付期間とは、１つの変動パターン内で順次に発生しうるものであり、
　さらに、
　前記期待演出受付期間が発生する場合、前記操作手段に対して操作機会が付与されるこ
とを事前示唆する前兆演出表示が表示可能とされており、
　前記期待演出受付期間の発生に先立って前記前兆演出表示が第１前兆態様で表示された
場合は、前記操作手段に対する操作の受付けがなされないときに該受付けがなされたとき
と同じ操作後期待演出を発生させる期待演出受付期間が必ず発生し、
　前記期待演出受付期間の発生に先立って前記前兆演出表示が前記第１前兆態様とは異な
る第２前兆態様で表示された場合は、前記操作手段に対する操作の受付けがなされないと
きに該受付けがなされたときと同じ操作後期待演出を発生させる期待演出受付期間が発生
する場合と前記操作手段に対する操作の受付けがなされないときに該受付けがなされたと
きと同じ操作後期待演出を発生させない期待演出受付期間が発生する場合との両方がある
ようになっており、
　さらに、
　前記操作手段は、少なくとも第１発光態様及び第２発光態様を含む複数態様のいずれか
で発光可能であり、
　遊技者に対して操作機会が付与されているときに前記操作手段が前記第１発光態様で発
光している場合は、前記操作手段に対する操作の受付けがなされないときに該受付けがな
されたときと同じ操作後期待演出を発生させる期待演出受付期間が必ず発生している状況
下にあり、
　遊技者に対して操作機会が付与されているときに前記操作手段が前記第２発光態様で発
光している場合は、前記操作手段に対する操作の受付けがなされないときに該受付けがな
されたときと同じ操作後期待演出を発生させる期待演出受付期間が発生している状況下に
ある場合と前記操作手段に対する操作の受付けがなされないときに該受付けがなされたと
きと同じ操作後期待演出を発生させない期待演出受付期間が発生している状況下にある場
合との両方がある
　ことを特徴とする遊技機。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　手段１：遊技者によって操作可能な操作手段と、
　所定の始動条件の成立に基づいて判定を行う判定手段と、
　前記判定手段による判定の結果に基づいて図柄変動を実行可能な図柄変動実行手段と、
　前記判定手段による判定にて所定の結果が得られたことに基づいて遊技者に特典を付与
しうる特典付与手段と、
　前記図柄変動が実行される複数の演出状態のいずれか１つに制御可能な演出状態制御手
段と
　を備え、
　前記操作手段に対して操作機会が付与されるとともに操作受付がなされたときには前記
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所定の結果が得られている期待度を示唆する操作後期待演出を発生させる期待演出受付期
間として、前記操作後期待演出の種別が異なる複数の期待演出受付期間が用意されており
、
　前記複数の演出状態には、
　前記複数の期待演出受付期間のいずれか１つが発生したとき、該発生した期待演出受付
期間の種別に応じて、その期待演出受付期間内で前記操作手段に対する操作の受付けがな
されないときに該受付けがなされたときと同じ操作後期待演出を発生させる場合と、該受
付けがなされたときと同じ操作後期待演出を発生させない場合との両方がある第１の演出
状態、及び
　前記複数の期待演出受付期間のいずれか１つが発生したとき、該発生した期待演出受付
期間の種別に応じて、その期待演出受付期間内で前記操作手段に対する操作の受付けがな
されないときに該受付けがなされたときと同じ操作後期待演出を発生させる場合と、該受
付けがなされたときと同じ操作後期待演出を発生させない場合との両方があるが、前記同
じ操作後期待演出の発生し易さは、前記第１の演出状態と異なる第２の演出状態
　が少なくとも含まれており、
　　前記複数の期待演出受付期間のいずれか１つが発生したとき、該発生した期待演出受
付期間の種別にかかわらず、その期待演出受付期間内で前記操作手段に対する操作の受付
けがなされないときに該受付けがなされたときと同じ操作後期待演出を発生させる場合が
ない演出状態
　は含まれていないようになっており、
　さらに、
　前記複数の期待演出受付期間のうち、当該期待演出受付期間内で前記操作手段に対する
操作の受付けがなされないときに該受付けがなされたときと同じ操作後期待演出を発生さ
せうる期待演出受付期間と、当該期待演出受付期間内で前記操作手段に対する操作の受付
けがなされないときに該受付けがなされたときと同じ操作後期待演出を発生させない期待
演出受付期間とは、１つの変動パターン内で順次に発生しうるものであり、
　さらに、
　前記期待演出受付期間が発生する場合、前記操作手段に対して操作機会が付与されるこ
とを事前示唆する前兆演出表示が表示可能とされており、
　前記期待演出受付期間の発生に先立って前記前兆演出表示が第１前兆態様で表示された
場合は、前記操作手段に対する操作の受付けがなされないときに該受付けがなされたとき
と同じ操作後期待演出を発生させる期待演出受付期間が必ず発生し、
　前記期待演出受付期間の発生に先立って前記前兆演出表示が前記第１前兆態様とは異な
る第２前兆態様で表示された場合は、前記操作手段に対する操作の受付けがなされないと
きに該受付けがなされたときと同じ操作後期待演出を発生させる期待演出受付期間が発生
する場合と前記操作手段に対する操作の受付けがなされないときに該受付けがなされたと
きと同じ操作後期待演出を発生させない期待演出受付期間が発生する場合との両方がある
ようになっており、
　さらに、
　前記操作手段は、少なくとも第１発光態様及び第２発光態様を含む複数態様のいずれか
で発光可能であり、
　遊技者に対して操作機会が付与されているときに前記操作手段が前記第１発光態様で発
光している場合は、前記操作手段に対する操作の受付けがなされないときに該受付けがな
されたときと同じ操作後期待演出を発生させる期待演出受付期間が必ず発生している状況
下にあり、
　遊技者に対して操作機会が付与されているときに前記操作手段が前記第２発光態様で発
光している場合は、前記操作手段に対する操作の受付けがなされないときに該受付けがな
されたときと同じ操作後期待演出を発生させる期待演出受付期間が発生している状況下に
ある場合と前記操作手段に対する操作の受付けがなされないときに該受付けがなされたと
きと同じ操作後期待演出を発生させない期待演出受付期間が発生している状況下にある場
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合との両方がある
　ことを特徴とする遊技機。
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